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大臣賞決まる！

　今
回
、
文
部
科
学
大
臣
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
と
て
も

光
栄
に
思
い
ま
す
。

　私
が
今
回
描
い
た
の
は
「
私
が

着
た
い
服
」
と
言
う
テ
ー
マ
か
ら
、

誰
も
見
た
こ
と
が
無
い
服
が
今

私
の
着
た
い
服
だ
と
思
い
、
四
足

歩
行
で
水
銀
を
纏
っ
た
デ
ザ
イ
ン

画
を
描
き
ま
し
た
。

　描
く
に
あ
た
り
、
特
に
悩
ん
だ

の
は
、
人
物
の
描
き
方
と
水
銀
の

流
動
的
な
テ
ク
ス
チ
ャ
を
ど
う
組

み
合
わ
せ
る
か
で
し
た
。

　水
銀
と
い
う
、
フ
ァッ
シ
ョ
ン
界

で
今
ま
で
出
て
こ
な
か
っ
た
素
材

を
ど
う
纏
わ
せ
る
か
を
描
き
終
え

る
ま
で
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　結
果
と
し
て
、
モ
デ
ル
の
周
り

に〝
弧
〞を
纏
わ
せ
る
方
法
で
、
流

動
感
を
表
現
し
ま
し
た
。

　更
に
色
を
塗
る
際
に
、
光
源
を

意
識
し
水
面
の
反
射
し
た
光
の

よ
う
な
塗
り
方
を
す
る
こ
と
で
、

水
銀
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。受
賞
を
通
し
新
た
な
目

標
と
し
て
、
今
回
描
い
た
デ
ザ
イ

ン
画
を
服
と
し
て
実
際
に
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　繰
り
返
し
に
は
な
り
ま
す
が
、

今
回
こ
の
様
な
賞
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、
あ
く

ま
で
も
夢
へ
の
途
中
だ
と
身
を
引

き
し
め
て
参
り
ま
す
。

専門課程

大森 紘一朗

文化服装学院
ファッション工科専門課程
ファッション工科基礎科

文部科学大臣賞

　こ
の
度
は
経
済
産
業
大
臣
賞

と
い
う
輝
か
し
い
賞
を
頂
け
た
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。ま

だ
1
年
生
の
私
は
入
学
し
て
最
初

の
学
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
気
合
を
入
れ
て
挑
み
ま

し
た
。ま
さ
か
自
分
の
作
品
が
選

ん
で
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
み

ず
、
こ
の
よ
う
な
形
で
服
飾
学
生

生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　今
回
私
は
こ
れ
か
ら
フ
ァッ
シ
ョ

ン
業
界
に
羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
と

い
う
想
い
を
込
め
、
始
ま
り
や
変
化

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
に
仕
上
げ

た
い
と
思
い
、
双
方
の
意
味
を
持
つ

蝶
と
蛾
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
デ
ザ
イ
ン

萩原 奈音

上田安子服飾専門学校
ファッションクリエイター学科

経済産業大臣賞

画
を
描
き
ま
し
た
。あ
え
て
モ
ノ
ク

ロ
で
表
現
し
、見
る
人
が
想
像
し
て

楽
し
め
る
着
彩
前
の
塗
り
絵
の
よ

う
な
作
品
に
し
ま
し
た
。

　今
回
の
受
賞
は
私
に
と
っ
て
夢

に一
歩
近
づ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
フ
ァッ
シ
ョ
ン
業
界

へ
と
進
ん
で
い
く
中
で
は
ま
だ
出

発
地
点
に
過
ぎ
な
い
と
思
い
ま

す
。こ
れ
で
満
足
せ
ず
、日
々
成
長

を
続
け
、
常
に
今
が
最
高
の
自
分

で
い
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

改
め
て
、
ご
指
導
く
だ
さ
る
先
生

方
、
私
の
活
動
を
応
援
し
て
く
れ

る
友
人
や
家
族
に
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。貴
重
な
経
験
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

専門課程

日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
財
団
法
人
で
す
。
繊
維
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

流
通
分
野
の
人
材
育
成
の
た
め
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
」
、
リ
テ
ー
ル
・
小
売
企
業
で
販
売
を
担
当
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
」
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
色
彩
ス
キ
ル
が
身
に

つ
く
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
色
彩
能
力
検
定
」
、
ア
パ
レ
ル
企
業
の
生
産
部
門
に
お
け
る
人
材
育
成
の
た
め
の
「
パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ

技
術
検
定
」
な
ど
の
検
定
試
験
と
検
定
テ
キ
ス
ト
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
服
飾
系
学
校
の
学
生
を
対
象
と
す
る

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
、
教
育
功
労
者
の
顕
彰
、
産
業
界
と
協
力
し
て
開
催
す
る
講
演
会
、
研
修
会
な
ど
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
教
育
の
確
立
と
振
興
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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理 事 長
櫛下町 慶子

　
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業

省
、日
本
ア
パ
レ
ル
・
フ
ァッ
シ
ョ

ン
協
会
そ
し
て
ア
パ
レ
ル
産
業

各
企
業
、
全
国
服
飾
学
校
関

係
者
の
方
々
に
は
、
日
頃
よ
り

弊
協
会
の
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
検
定
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検

定
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
色
彩
能
力
検
定
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
、

パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定
、
そ
し
て
洋
裁
技
術
認
定
、
和
裁

技
術
認
定
に
お
き
ま
し
て
、
予
て
よ
り
申
請
を
し
て
お
り
ま
し
た

文
部
科
学
省
後
援
の
許
可
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
許
可
に
つ
き
ま
し
て
、
全
国
服
飾
学
校
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

教
育
の
社
会
的
成
果
と
し
て
1
9
9
0
年
以
降
76
万
人
の
検
定
・

認
定
受
験
者
数
を
数
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
多
く
の
合
格
者
の

方
々
が
就
職
し
、活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
教
育
の
現
場
に
お
き
ま
し
て
も
、
各
校
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
と
の
連
携
を
持
ち
、
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
授
業
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
に
随
時
取
り
入
れ
、
常
に
進
化
し
続
け
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。世
界
情
勢
も
変
わ
る
中
で
、変
革
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

ジ
ネ
ス
を
常
に
意
識
し
、
必
要
な
情
報
を
取
り
入
れ
、
検
定
・
認

定
に
反
映
し
、
見
直
し
な
が
ら
運
営
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
今
後
の
励
み
に
な
り
、
ま

た
一
段
と
気
を
引
き
締
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
て
様
々
な
も
の
、こ
と
が
淘
汰
さ
れ

人
々
の
考
え
方
も
人
間
の
脳
と
、A
Iが
共
存
す
る
世
界
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
中
で
A
I
の
進
化
に
よ
り「
A
I
に
よ
っ
て
仕
事
が
奪

わ
れ
る
」と
い
う
こ
と
が
現
実
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。し
か
し
な
が
ら
A
I
よ
り
人
間
の
ほ
う
が
優
れ
て

い
る
と
い
う
能
力
は
、「
創
造
的
思
考
」「
社
会
的
思
考
」だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
抽
象
的

概
念
を
整
理
し
創
出
す
る
力
や
、交
渉
や
説
得
な
ど
の
高
度
な
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
他
者
と
協
働
し
相
手
を
思
い
や
り
尊
敬
し

て
仕
事
が
で
き
る
力
は
、
専
門
知
識
と
し
て
必
須
で
す
。人
間
に

し
か
出
来
な
い
よ
う
な
創
造
的
で
付
加
価
値
の
高
い
仕
事
に
専
念

で
き
る
能
力
を
養
う
た
め
に
も
、
弊
協
会
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
検

定
・
認
定
の
役
目
を
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
つ
け
励
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、研
修
事
業
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
き
ま
し

て
も
従
来
の
形
に
戻
し
な
が
ら
積
極
的
に
提
案
し
、
明
る
い
未
来

に
向
か
っ
て
協
議
、
課
題
解
決
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。今
後
と
も
産
、官
、学
の
相
乗
効
果
に
結
び
付
く
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

経済産業省
商務・サービス審議官賞

C
H
IN
B
AT C

H
IN
G
U
N

横
浜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
科

専門課程

糟
谷 

唯
可

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
テ
ィ
シ
エ
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
攻

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

高等課程

文部科学省
総合教育政策局長賞

森 

大
輝

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科

専門課程

新 

愛
瑠

生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

清
凌
高
等
学
校

高等課程

専門課程専門課程

優
秀
賞

　

日
野 

花
香

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

須
平 

皐
斗

織
田
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

中
屋 

杏
実

織
田
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

D
U
O Lan

文
化
服
装
学
院

ZH
U
 Zhi Qian

文
化
服
装
学
院

阿
部 

若
菜

東
京
モ
ー
ド
学
園

佐
藤 

愛
海

東
京
モ
ー
ド
学
園

日
比
野 

の
あ

名
古
屋
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

前
橋 

海
凪

ヒ
ロ・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

近
藤 

恵
美
加

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

専門課程

中
川 

志
衣

北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校

松
井 

梨
里
花

北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校

千
葉 

愛
華

フ
ァッ
シ
ョ
ン
文
化
専
門
学
校 DOREM

E

佐
藤 

ま
な
か

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

村
上 

蘭
織

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

瀬
谷 

百
香

織
田
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

池
田 

空
広

専
門
学
校
フ
ァッ
シ
ョ
ン

カ
レ
ッ
ジ
桜
丘

常
川 
遼
太

東
京
モ
ー
ド
学
園

高等課程

10
名

佳
作
入
賞
者

　

29
名

古
里 

ゆ
い

マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
学
科

専門課程

山
本 

藍
香

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科

中
央
学
園
高
等
専
修
学
校

高等課程

一般財団法人
職業教育･キャリア教育財団

理事長賞
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ごあいさつ

　

全国服飾学校協会
会長賞

一般財団法人
日本ファッション教育振興協会

理事長賞

一般社団法人日本アパレル・
ファッション産業協会

理事長賞

　

玉
橋 

世
夢

東
京
モ
ー
ド
学
園

大
越 

星
羅

華
服
飾
専
門
学
校

太
田 

心
萌

文
化
服
装
学
院

中
川 

詠
未
里

文
化
服
装
学
院

古
田 

詩
音

文
化
服
装
学
院

TAO Ran

文
化
服
装
学
院

中
屋 

七
海

慈
恵
歯
科
医
療

フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

林 

綾
乃

名
古
屋
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

葛
山 

咲
貴

名
古
屋
モ
ー
ド
学
園

有
馬 

花
純

上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校

野
田 

あ
や
ね

上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校

大
本 

航

大
阪
モ
ー
ド
学
園

梶
田 

乃
杏

神
戸
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

川
上 

勇
飛

香
蘭
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

小
嶋 

月

香
蘭
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

齋
藤 

佳
南

ヒ
ロ・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

西
島 

緋
那

ヒ
ロ・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

原
田 

つ
き
の

江
東
服
飾
高
等
専
修
学
校

兵
藤 

ゆ
あ

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

近
藤 

優
月

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

花
木 

愛
奈

小
井
出
フ
ァッ
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ティ
専
門
学
校

高等課程

井
口 

夏
桜

岡
学
園
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー
コ
ー
ス

専門課程

稲
垣 

葵
衣

高
等
課
程
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
総
合
科

ア
ン
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

高等課程

森 

颯
太
郎

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

専門課程

中
嶋 

夏
希

高
等
課
程
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
総
合
科

ア
ン
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

高等課程

H
AO YIH

ON
G

東
京
モ
ー
ド
学
園

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
科
高
度
専
門
士
コ
ー
ス

専門課程

梶
本 

梨
夏

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科

鴻
池
学
園
高
等
専
修
学
校

高等課程

次
の
時
代
を
担
う
、
感
性
豊
か
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー

育
成
の
た
め
に

文
部
科
学
大
臣
賞
／

経
済
産
業
大
臣
賞
ほ
か
授
与

　　
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
魅
力
と
活
力
あ
る
産
業
に
す

る
た
め
に
は
、な
に
よ
り
も
産
業
を
支
え
る
有
為
な
人
材
、こ

れ
か
ら
の
産
業
を
担
っ
て
い
く
様
々
な
人
材
の
育
成
が
必
要
で

す
が
、
と
り
わ
け
国
際
的
な
競
争
力
を
持
つ
、
魅
力
的
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
の
発
想
・
開
発
が
で
き
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
、
高
い
専
門
能
力
を
持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
が
待
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
服
飾
系
学
校
の
学
生
を
対
象
と
す
る
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
、
学
生
に
目
標
を
与

え
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
創
造
や
デ
ザ
イ
ン
能
力
向
上
を
図

る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、一
般
社
団
法
人
日

本
ア
パ
レ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
会
の
後
援
を
得
て
行
っ
て

お
り
、令
和
5
年
度
で
39
回
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
基
準
は
、
専
修
学
校
の
専
門
課

程
（
高
卒
以
上
が
入
学
）と
高
等
課
程
（
中
卒
以
上
が
入
学
）

の
学
生
・
生
徒
が
、
自
ら
発
想
・
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
学

内
選
考
を
経
た
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
ら
れ
ま

す
。応
募
点
数
は
、
都
道
府
県
官
公
庁
に
届
出
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
連
教
育
課
程（
各
課
程
）の
定
員
数
を
基
準
に
し
、
1
0
0

名
未
満
を
５
点
、1
0
0
名
以
上
2
5
0
名
未
満
を
10
点
、

2
5
0
名
以
上
5
0
0
名
未
満
を
15
点
、
5
0
0
名
以
上

1
0
0
0
名
未
満
を
20
点
、
1
0
0
0
名
以
上
を
30
点
と

し
、
今
年
度
も
多
く
の
学
校
よ
り
優
秀
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。第
一
審
査
を
経
て
テ
ー
マ
は
「
今
私
が
着
た
い
服
」

で
、65
校
よ
り
5
4
6
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
最
も
優
れ
た
作
品
で
、
感
覚
性
の
高
い
も
の
」
に
対
し
文

部
科
学
大
臣
賞
、「
最
も
優
れ
た
作
品
で
、
市
場
性
の
高
い
も

の
」に
対
し
て
経
済
産
業
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら

に
次
ぐ
優
秀
な
作
品
に
は
、
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局

長
賞
お
よ
び
経
済
産
業
省
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
審
議
官
賞
が
授

与
さ
れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
一
般
財
団
法
人
職
業
教
育
・
キ
ャ

リ
ア
教
育
財
団
理
事
長
賞
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
パ
レ
ル
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
会
理
事
長
賞
、
一
般
財
団
法
人
日
本

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
振
興
協
会
理
事
長
賞
、
全
国
服
飾
学
校
協

会
会
長
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

全国服飾学校ファッション画コンクールについて
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理 事 長
櫛下町 慶子

　
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業

省
、日
本
ア
パ
レ
ル
・
フ
ァッ
シ
ョ

ン
協
会
そ
し
て
ア
パ
レ
ル
産
業

各
企
業
、
全
国
服
飾
学
校
関

係
者
の
方
々
に
は
、
日
頃
よ
り

弊
協
会
の
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
検
定
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検

定
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
色
彩
能
力
検
定
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
、

パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定
、
そ
し
て
洋
裁
技
術
認
定
、
和
裁

技
術
認
定
に
お
き
ま
し
て
、
予
て
よ
り
申
請
を
し
て
お
り
ま
し
た

文
部
科
学
省
後
援
の
許
可
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
許
可
に
つ
き
ま
し
て
、
全
国
服
飾
学
校
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

教
育
の
社
会
的
成
果
と
し
て
1
9
9
0
年
以
降
76
万
人
の
検
定
・

認
定
受
験
者
数
を
数
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
多
く
の
合
格
者
の

方
々
が
就
職
し
、活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
教
育
の
現
場
に
お
き
ま
し
て
も
、
各
校
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
と
の
連
携
を
持
ち
、
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
授
業
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
に
随
時
取
り
入
れ
、
常
に
進
化
し
続
け
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。世
界
情
勢
も
変
わ
る
中
で
、変
革
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

ジ
ネ
ス
を
常
に
意
識
し
、
必
要
な
情
報
を
取
り
入
れ
、
検
定
・
認

定
に
反
映
し
、
見
直
し
な
が
ら
運
営
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
今
後
の
励
み
に
な
り
、
ま

た
一
段
と
気
を
引
き
締
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
て
様
々
な
も
の
、こ
と
が
淘
汰
さ
れ

人
々
の
考
え
方
も
人
間
の
脳
と
、A
Iが
共
存
す
る
世
界
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
中
で
A
I
の
進
化
に
よ
り「
A
I
に
よ
っ
て
仕
事
が
奪

わ
れ
る
」と
い
う
こ
と
が
現
実
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。し
か
し
な
が
ら
A
I
よ
り
人
間
の
ほ
う
が
優
れ
て

い
る
と
い
う
能
力
は
、「
創
造
的
思
考
」「
社
会
的
思
考
」だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
抽
象
的

概
念
を
整
理
し
創
出
す
る
力
や
、交
渉
や
説
得
な
ど
の
高
度
な
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
他
者
と
協
働
し
相
手
を
思
い
や
り
尊
敬
し

て
仕
事
が
で
き
る
力
は
、
専
門
知
識
と
し
て
必
須
で
す
。人
間
に

し
か
出
来
な
い
よ
う
な
創
造
的
で
付
加
価
値
の
高
い
仕
事
に
専
念

で
き
る
能
力
を
養
う
た
め
に
も
、
弊
協
会
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
検

定
・
認
定
の
役
目
を
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
つ
け
励
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、研
修
事
業
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
き
ま
し

て
も
従
来
の
形
に
戻
し
な
が
ら
積
極
的
に
提
案
し
、
明
る
い
未
来

に
向
か
っ
て
協
議
、
課
題
解
決
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。今
後
と
も
産
、官
、学
の
相
乗
効
果
に
結
び
付
く
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

経済産業省
商務・サービス審議官賞

C
H
IN
B
AT C

H
IN
G
U
N

横
浜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
科

専門課程

糟
谷 

唯
可

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
テ
ィ
シ
エ
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
攻

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

高等課程

文部科学省
総合教育政策局長賞

森 

大
輝

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科

専門課程

新 

愛
瑠

生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

清
凌
高
等
学
校

高等課程

専門課程専門課程

優
秀
賞

　

日
野 

花
香

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

須
平 

皐
斗

織
田
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

中
屋 

杏
実

織
田
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

D
U
O Lan

文
化
服
装
学
院

ZH
U
 Zhi Qian

文
化
服
装
学
院

阿
部 

若
菜

東
京
モ
ー
ド
学
園

佐
藤 

愛
海

東
京
モ
ー
ド
学
園

日
比
野 

の
あ

名
古
屋
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

前
橋 

海
凪

ヒ
ロ・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

近
藤 

恵
美
加

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

専門課程

中
川 

志
衣

北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校

松
井 

梨
里
花

北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校

千
葉 

愛
華

フ
ァッ
シ
ョ
ン
文
化
専
門
学
校 DOREM

E

佐
藤 

ま
な
か

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

村
上 

蘭
織

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

瀬
谷 

百
香

織
田
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

池
田 

空
広

専
門
学
校
フ
ァッ
シ
ョ
ン

カ
レ
ッ
ジ
桜
丘

常
川 

遼
太

東
京
モ
ー
ド
学
園

高等課程

10
名

佳
作
入
賞
者

　

29
名

古
里 

ゆ
い

マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
学
科

専門課程

山
本 

藍
香

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科

中
央
学
園
高
等
専
修
学
校

高等課程

一般財団法人
職業教育･キャリア教育財団

理事長賞

　

入選者発表ファッション画コンクール 全国服飾学校
　　　

第      回39

ごあいさつ

　

全国服飾学校協会
会長賞

一般財団法人
日本ファッション教育振興協会

理事長賞

一般社団法人日本アパレル・
ファッション産業協会

理事長賞

　

玉
橋 

世
夢

東
京
モ
ー
ド
学
園

大
越 

星
羅

華
服
飾
専
門
学
校

太
田 

心
萌

文
化
服
装
学
院

中
川 

詠
未
里

文
化
服
装
学
院

古
田 

詩
音

文
化
服
装
学
院

TAO Ran

文
化
服
装
学
院

中
屋 

七
海

慈
恵
歯
科
医
療

フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

林 

綾
乃

名
古
屋
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

葛
山 

咲
貴

名
古
屋
モ
ー
ド
学
園

有
馬 

花
純

上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校

野
田 

あ
や
ね

上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校

大
本 

航

大
阪
モ
ー
ド
学
園

梶
田 

乃
杏

神
戸
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

川
上 

勇
飛

香
蘭
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

小
嶋 

月

香
蘭
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

齋
藤 

佳
南

ヒ
ロ・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

西
島 

緋
那

ヒ
ロ・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

原
田 

つ
き
の

江
東
服
飾
高
等
専
修
学
校

兵
藤 

ゆ
あ

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

近
藤 

優
月

安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校

花
木 
愛
奈

小
井
出
フ
ァッ
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ティ
専
門
学
校

高等課程

井
口 

夏
桜

岡
学
園
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー
コ
ー
ス

専門課程

稲
垣 

葵
衣

高
等
課
程
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
総
合
科

ア
ン
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

高等課程

森 

颯
太
郎

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

専門課程

中
嶋 

夏
希

高
等
課
程
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
総
合
科

ア
ン
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

高等課程

H
AO YIH

ON
G

東
京
モ
ー
ド
学
園

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
科
高
度
専
門
士
コ
ー
ス

専門課程

梶
本 

梨
夏

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科

鴻
池
学
園
高
等
専
修
学
校

高等課程

次
の
時
代
を
担
う
、
感
性
豊
か
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー

育
成
の
た
め
に

文
部
科
学
大
臣
賞
／

経
済
産
業
大
臣
賞
ほ
か
授
与

　　
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
魅
力
と
活
力
あ
る
産
業
に
す

る
た
め
に
は
、な
に
よ
り
も
産
業
を
支
え
る
有
為
な
人
材
、こ

れ
か
ら
の
産
業
を
担
っ
て
い
く
様
々
な
人
材
の
育
成
が
必
要
で

す
が
、
と
り
わ
け
国
際
的
な
競
争
力
を
持
つ
、
魅
力
的
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
の
発
想
・
開
発
が
で
き
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
、
高
い
専
門
能
力
を
持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
が
待
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
服
飾
系
学
校
の
学
生
を
対
象
と
す
る
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
、
学
生
に
目
標
を
与

え
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
創
造
や
デ
ザ
イ
ン
能
力
向
上
を
図

る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、一
般
社
団
法
人
日

本
ア
パ
レ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
会
の
後
援
を
得
て
行
っ
て

お
り
、令
和
5
年
度
で
39
回
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
基
準
は
、
専
修
学
校
の
専
門
課

程
（
高
卒
以
上
が
入
学
）と
高
等
課
程
（
中
卒
以
上
が
入
学
）

の
学
生
・
生
徒
が
、
自
ら
発
想
・
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
学

内
選
考
を
経
た
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
ら
れ
ま

す
。応
募
点
数
は
、
都
道
府
県
官
公
庁
に
届
出
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
連
教
育
課
程（
各
課
程
）の
定
員
数
を
基
準
に
し
、
1
0
0

名
未
満
を
５
点
、1
0
0
名
以
上
2
5
0
名
未
満
を
10
点
、

2
5
0
名
以
上
5
0
0
名
未
満
を
15
点
、
5
0
0
名
以
上

1
0
0
0
名
未
満
を
20
点
、
1
0
0
0
名
以
上
を
30
点
と

し
、
今
年
度
も
多
く
の
学
校
よ
り
優
秀
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。第
一
審
査
を
経
て
テ
ー
マ
は
「
今
私
が
着
た
い
服
」

で
、65
校
よ
り
5
4
6
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
最
も
優
れ
た
作
品
で
、
感
覚
性
の
高
い
も
の
」
に
対
し
文

部
科
学
大
臣
賞
、「
最
も
優
れ
た
作
品
で
、
市
場
性
の
高
い
も

の
」に
対
し
て
経
済
産
業
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら

に
次
ぐ
優
秀
な
作
品
に
は
、
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局

長
賞
お
よ
び
経
済
産
業
省
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
審
議
官
賞
が
授

与
さ
れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
一
般
財
団
法
人
職
業
教
育
・
キ
ャ

リ
ア
教
育
財
団
理
事
長
賞
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
パ
レ
ル
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
会
理
事
長
賞
、
一
般
財
団
法
人
日
本

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
振
興
協
会
理
事
長
賞
、
全
国
服
飾
学
校
協

会
会
長
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

全国服飾学校ファッション画コンクールについて
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株式会社ヒロココシノ
代表取締役副社長

クリエイティブディレクター
小篠 ゆま氏

株式会社サポートサーフェス
代表兼デザイナー

研壁 宣男氏

東京ファッションデザイナー協議会
代表理事・議長

久保 雅裕氏

ファションクリエイティブディレクター
兼 gumi-gumi代表取締役

軍地 彩弓氏

　
こ
の
度
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
各
作
品
の

全
体
的
な
画
力
の
高
さ
や
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
想
像
力
を
持
っ
た

学
生
た
ち
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
衣
服
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
デ
ザ
イ
ン
画
の
世
界
観
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
表

現
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
大
き
な
評
価
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

他
と
異
な
る
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
持
っ
て
い
る
か
、
独
創
性
が
豊
か

で
、
未
来
を
期
待
さ
せ
る
要
素
が
選
考
の
基
準
と
な
り
ま
し
た
。

　「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
他
に
は

な
い
独
自
性
に
秀
で
て
お
り
、「
現
実
で
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の

か
？
」
と
い
う
第
一
印
象
を
遥
か
に
超
え
る
造
形
と
し
て
の
面
白
さ
や

無
限
の
想
像
力
が
あ
り
ま
し
た
。
流
れ
の
中
に
人
物
が
存
在
す
る
と
い

う
独
創
的
な
表
現
の
中
で
、
３
色
で
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
躍
動
感
を

感
じ
さ
せ
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
意
識
の
新
し
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
細
部

へ
の
神
経
の
行
き
届
い
た
表
現
が
素
晴
ら
し
く
、
モ
ノ
ト
ー
ン
だ
け
の

線
画
で
世
界
観
を
ま
と
め
て
い
る
構
成
力
の
高
さ
が
印
象
的
で
し
た
。

テ
ー
マ
の
設
定
も
面
白
く
、
服
の
独
創
性
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り

想
像
や
興
味
が
掻
き
立
て
ら
れ
、
刺
激
的
な
作
品
と
し
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
高
等
課
程
部
門
に
お
い
て
も
、
非
常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
面
白
い

構
図
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
選
ば
れ
た
作
品
も
力
作

揃
い
で
し
た
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
同
時
に
衣
服
と
し
て
の
強
さ
、

リ
ア
リ
ティ
の
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
不
可
欠
で
す
。
生
成
AI
が
登
場
し

た
現
代
に
お
い
て
、
人
間
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に
提
供
し

て
い
く
か
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
モ
ー
ド
に
対
す
る
拡
張
さ
れ
た
自
由
な
考
え
方
と

形
に
で
き
る
創
造
力
を
持
ち
、
淘
汰
さ
れ
な
い
独
自
の
も
の
を
生
み

出
す
た
め
に
、
生
成
AI
を
活
用
し
、
ど
う
表
現
し
て
い
く
か
も
注
目

さ
れ
る
時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。
人
間
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
重
要
性

と
は
、
様
々
な
蓄
積
の
中
か
ら
何
を
抽
出
す
る
か
を
自
身
の
力
で
選

ぶ
こ
と
で
共
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、「
服
を
作
る
」
と
い
う
最
終
目
的
だ

審査員講評審査員の講評動画を協会HPで
公開しておりますのでご覧ください。

け
に
縛
ら
れ
ず
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
広
い
視
野
で
活
動
で
き
る
可
能
性
を

感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
未
来
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
お
け
る
希
望
だ
と

思
い
ま
す
。
皆
様
が
持
つ
無
限
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
期
待
さ
せ
る
要
素
が
選
考
の
基
準
に
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　令和６年２月９日において、一般財団法人日本ファッション教育振興協会（弊協会）主催による「令和５年度　服の日　記念行事」を開催いたしました。
　コロナ感染禍の影響を受けて、４年振りとなる講演会並びにファッション画コンクール、服飾教育功労者顕彰式も対面形式により実施する運びとなりま
した。前半部をパネルディスカッション形式の講演会として、テーマを「ファッション業界に求められる人材像」と称し、2022 年３月に経済産業省ファッショ
ン政策室の主導により、纏め上げられた「ファッションの未来に関する報告書」をもとに、「更なるファッション業界の展望」これからの「日本ブランド」
の勝ち筋などの具体的な事例を交え、さまざまなお立場や視点からのお話をいただきました。小規模ながら時代性と未来を見据えた期待感を反映した講
演内容となり、多数ご参加いただいた服飾専門学校教職員の皆様にも共感いただき、充実した講演であったとの高い評価をいただくことができました。
　後半部では、今回で39回目を迎える「全国服飾学校ファッション画コンクール表彰式」並びに「服飾教育顕彰功労章表彰式」を執り行いました。

令和５年度　服の日　記念行事 ファッション画コンクール表彰式・
服飾教育功労者顕彰式

◆講 演 会 ◆「ファッション業界に求められる人材像」
経済産業省　商務・サービスグループ　
クールジャパン政策課課長 / ファッション政策室室長　

俣野 敏道氏

株式会社ヒロココシノ
代表取締役副社長 / クリエイティブディレクター

小篠 ゆま氏

株式会社 gum i - g um i 代表
ファッション・クリエイティブディレクター

軍地 彩弓氏

東京ファッションデザイナー協議会
代表理事・議長

久保 雅裕氏

パ
ネ
リ
ス
ト

【一般財団法人日本ファッション教育振興協会 HP】
� � � � � � � � ���� � � � � � � � � � � � � � � �

当日の講演会録画映像は、
本協会 HP にてご覧いただけますので、右記のアドレスにアクセスしてください。

　グローバル化された現代において、諸外国からみた日本文化「カルチャー」は非

常に魅力的であり、その国の競争力の源泉としても大きな意味を持っています。その

中において日本のファッション産業は、他の国内産業よりもサプライチェーンの歴史

が長く、魅力ある産業構造ではありますが、さまざまな課題に直面している状況となっ

ています。この解決していかなければならない諸問題を提示し、これからの「ファッショ

ンを考える会」が纏めた「未来に向けた10の兆候」をもとに、産業の「担い手」の
育成についても様々なお話を伺うことができました。その課題として挙げられた、欧

州に見るアパレルマーケットの二極化現象、有名ブランドの方向性 / ものづくりのス

トーリー性の再構築、日本における川上 / 川下の連携強化と生産業者への基盤支援、

そして日本の輸出問題として、海外需要を取り込んでいくための輸出の強化、また、

これからのファッションビジネスの未来を切り拓く新・基礎知識として「ファッション

ロー」学習の必要性を語られました。

未来に向けた 10 の兆候

新たな価値を生み出すファッション

ラグジュアリー概念の
アップデート

⑦
これからの
海外需要獲得

⑧ ビジネスで
留意すべき

ファッションロー

⑨
ファッションの未来に
求められる人材論

⑩

テクノロジーで変わるファッション人と自然に調和的なファッション

需給ギャップを
縮小させる
ビジネスモデル

①
良いモノを
長く楽しむ

②
循環システムの

構築

③
質量のない

デジタルファッション

④ 創造性の発揮を
支援する

テクノロジーの台頭

⑤
創造社会の

新しい市場ルール

⑥
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こ
の
度
は
、服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
を
頂
く
こ
と

に
な
り
、
望
外
の
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。入
職
し

て
30
数
年
が
経
過
し
ま
す
が
、今
ま
で
に
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、心
か
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
は
、教
職
員
と
学
生
と
が
織
り
な
す
布
地
の

よ
う
に
様
々
な
表
情
を
創
り
出
す
、素
晴
ら
し
い
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

O
B
・
O
G
の
先
輩
方
や
卒
業
生
に
出
会
う
機
会

に
不
思
議
な「
縁
」を
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定

の
問
題
作
成
・
採
点
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。検
定
委
員
を
通
し
て
様
々
な
気
づ
き
が
あ
り
、

他
校
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
は
、貴
重
な
経
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
繊
維
素
材
は
、服
飾
以
外
の
産
業
や
医
療
業
界
な

ど
の
分
野
に
も
影
響
し
、更
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。D
X
な
ど
将
来
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇
的

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、環
境
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
微
力
な
が
ら
お
力
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

学校は、

教職員と学生が織りなす布地のように

様々な表情を創り出す場所

　

　
今
回
の
服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
の
受
章
に
際
し
、

光
栄
で
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
服
飾
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
は
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
、

ま
た
同
僚
や
後
輩
な
ど
周
囲
の
方
々
の
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　
昭
和
、平
成
、令
和
の
三
世
代
に
渡
り
、服
飾
教
育

に
従
事
し
ま
し
た
が
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変
遷
の
他

に
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
変
化
も
あ
り
、

指
導
す
る
私
た
ち
も
日
々
新
し
い
技
術
や
知
識
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
年
代
に
よ
っ
て

学
生
の
気
質
も
様
々
で
服
飾
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

教
育
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
指
導
方
法
も
変
化
し

て
き
ま
し
た
。大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
精
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
流
行
や
新
し
い
素
材
の
開
発
、環
境

へ
の
配
慮
、十
八
歳
人
口
の
減
少
な
ど
服
飾
教
育
に

お
け
る
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
服
飾
を
目
指

す
学
生
た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
で
き
る
よ

う
に
私
自
身
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ファッションの変遷の他に

アナログからデジタルへの変化も

文
化
服
装
学
院

玉
田
恵
美
子 

先
生

変化の激しい世の中で、

何があっても柔軟に受け止めて

　
こ
の
た
び
は
、服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
と
い
う
輝

か
し
い
章
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、大
変
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
大
阪
文
化
服
装
学
院
事
務
局
に
入
職
し

て
、
30
数
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
永

く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
は
、
理
事
長
、

校
長
先
生
、
教
職
員
、
退
職
さ
れ
た
教
職
員
の
皆
様

に
恵
ま
れ
、お
力
添
え
頂
い
た
お
陰
だ
と
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
受
章
を
機
に
新
た
な
気

持
ち
で
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
し
た
ら
、学
院
内
の
事
務
的
業
務
だ

け
で
は
無
く
、学
院
が
参
画
し
た
省
庁
、企
業
、各
種

団
体
と
の
取
り
組
み
の
事
務
的
業
務
を
任
せ
て
頂

い
た
こ
と
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、

貴
重
な
経
験
と
な
り
今
の
私
の
仕
事
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
世
の
中
で
、学
校
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
も
日
々
変

わ
っ
て
い
く
な
か
、戸
惑
う
こ
と
も
度
々
あ
る
の
で

す
が
、何
が
あ
っ
て
も
柔
軟
に
受
け
止
め
て
学
生
の

皆
様
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人が育っていく現場は

終わりなき探求の道

　
こ
の
度
は
表
彰
頂
き
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、今
日
に
至
る
ま
で
ご
指
導
、支
え
て
頂
い

た
全
て
の
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ア
パ
レ
ル
業
界
に
身
を
お
き
、企
画
面
、技
術
両
面

で
服
作
り
に
没
頭
し
て
い
た
日
々
よ
り
、
服
飾
教
育

に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
た
年
月
の
方
が
は
る
か
に
長
く

な
っ
た
こ
と
、感
慨
深
く
感
じ
ま
す
。

　
生
活
に
関
わ
る
全
て
の
こ
と
に
興
味
が
あ
り
中

で
も
服
飾
の
道
を
志
し
た
の
は
、人
に
最
も
必
要
か

つ
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
事
柄
だ
と
感
じ
た
か
ら
で

す
。実
際
、服
作
り
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
は
、奥
が
深
く
興

味
が
尽
き
な
い
と
同
時
に
、人
が
育
っ
て
い
く
現
場

は
更
に
終
わ
り
な
き
探
究
の
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　
教
え
る
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
生
や
周
囲
の

方
々
か
ら
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。ま
た
そ
こ
に

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
共
通
言
語
が
あ
っ
た
こ

と
で
よ
り
豊
か
な
充
足
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。服

作
り
が
核
と
な
り
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
「
礎
」
と

な
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
喜
び
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
変

わ
ら
ぬ
想
い
で
あ
る
と
同
時
に
今
後
も
更
な
る
努

力
を
続
け
て
い
く
覚
悟
で
す
。

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校
宇
土
ユ
カ 

先
生

大
阪
文
化
服
装
学
院

武
蔵
雅
子 

先
生

文
化
服
装
学
院

上
野
和
博 

先
生

　
こ
の
度
は
、服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
と
い
う
身
に

余
る
章
を
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
受
章
で
き
た
の
は
、こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い

た
恩
師
の
先
生
方
、
先
輩
方
、
同
僚
の
存
在
の
お
か

げ
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、文
化
服
装
学
院
と
い
う
学
び
舎

で
過
ご
し
た
年
月
は
、自
分
の
人
生
そ
の
も
の
だ
と

言
え
、他
に
例
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
唯
一
無
二
の

時
間
で
も
あ
り
ま
す
。在
職
中
に
は
数
々
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、普
段
交
流
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
省
庁
関
連
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
企

業
の
方
々
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
象
徴
的

な
時
間
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
て
長
く
一
企
業
で
従
事
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
た
出
会
い
や
繋
が
り
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
と
す
れ
ば
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、審
査
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文化服装学院という

学び舎で過ごした年月は、

自分の人生そのもの

服飾教育顕彰
表彰 主催   一般財団法人日本ファッション教育振興協会 ／ 全国服飾学校協会　

協力   一般財団法人職業教育・キャリア教育財団

2023  年  度

日本ファッション教育振興協会は、ファッション教育の充実・向上・振興を図るた

めに多くの方々にご協力をいただきながら様々な事業を推進していますが、その中

で服飾学校教育の振興を通じて社会の進展に尽力した功績顕著な教育者を顕彰する

制度があります。全国都道府県より候補者の推薦を受け、服飾教育顕彰選考委員会

での審査の後、被受章者を決定し、毎年、服の日記念行事として顕彰式を開催して

おります。顕彰式では、長年にわたる服飾教育への貢献を称え、「服飾教育功労

章」が授与されます。

教えることの難しさを日々痛感

　
こ
の
度
は
、
服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
こ
と
を
誠
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
今
ま
で
支
え
ご
指

導
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
服
飾
教
育
に
携
わ
っ
て
30
数
年
と
な
り
ま

す
。服
飾
造
形
を
専
門
と
し
て
服
作
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。学
生
と
共
に
考

え
な
が
ら
作
品
制
作
の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
教
え
る
こ
と
へ
の
難
し
さ
を
日
々
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定
試

験
の
実
技
採
点
や
洋
裁
技
術
認
定
試
験
の
問

題
作
成
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
他
校
の
先
生
方

と
の
交
流
も
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、

そ
し
て
、
学
生
へ
の
手
助
け
が
少
し
で
も
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渋
谷
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
&

ア
ー
ト
専
門
学
校

加
藤
千
恵
子 

先
生

　
こ
の
度
は
服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
今

ま
で
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
服
飾
教
育
に
携
わ
っ
て
30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

出
会
い
は
小
池
千
枝
先
生
の
立
体
裁
断
で
し
た
。魔

法
が
か
か
っ
た
よ
う
に
軽
や
か
に
ボ
デ
ィ
の
上
で

舞
う
布
が
あ
っ
と
い
う
間
に
立
体
的
な
形
を
作
り

出
し
、
洋
服
に
な
る
様
子
は
と
て
も
衝
撃
的
で
し

た
。そ
こ
か
ら
も
の
作
り
の
楽
し
さ
、
探
求
す
る
心

に
目
覚
め
今
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
き
も
の
文
化
か
ら
洋
服
の
文
化
に
大
き
な
革
新

を
遂
げ
て
き
た
服
飾
の
世
界
で
教
師
と
し
て
働
く

こ
と
の
夢
が
叶
い
、
た
く
さ
ん
の
学
生
た
ち
と
出

会
っ
て
刺
激
を
貰
い
、出
会
っ
た
数
だ
け
自
分
も
成

長
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
業
界

で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
応
援
し
な
が
ら
未
来
に
羽

ば
た
く
学
生
た
ち
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
裁
ち
、
縫

う
、手
わ
ざ
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
伝
統
と
革
新

を
探
求
し
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
服
装
学
院

澤
谷
目
童 
先
生

これからも、

手わざの心を大切にしながら

文
化
服
装
学
院

早
渕
千
加
子 

先
生
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こ
の
度
は
、服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
を
頂
く
こ
と

に
な
り
、
望
外
の
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。入
職
し

て
30
数
年
が
経
過
し
ま
す
が
、今
ま
で
に
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、心
か
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
は
、教
職
員
と
学
生
と
が
織
り
な
す
布
地
の

よ
う
に
様
々
な
表
情
を
創
り
出
す
、素
晴
ら
し
い
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

O
B
・
O
G
の
先
輩
方
や
卒
業
生
に
出
会
う
機
会

に
不
思
議
な「
縁
」を
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定

の
問
題
作
成
・
採
点
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。検
定
委
員
を
通
し
て
様
々
な
気
づ
き
が
あ
り
、

他
校
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
は
、貴
重
な
経
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
繊
維
素
材
は
、服
飾
以
外
の
産
業
や
医
療
業
界
な

ど
の
分
野
に
も
影
響
し
、更
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。D
X
な
ど
将
来
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇
的

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、環
境
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
微
力
な
が
ら
お
力
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

学校は、

教職員と学生が織りなす布地のように

様々な表情を創り出す場所

　

　
今
回
の
服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
の
受
章
に
際
し
、

光
栄
で
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
服
飾
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
は
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
、

ま
た
同
僚
や
後
輩
な
ど
周
囲
の
方
々
の
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　
昭
和
、平
成
、令
和
の
三
世
代
に
渡
り
、服
飾
教
育

に
従
事
し
ま
し
た
が
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変
遷
の
他

に
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
変
化
も
あ
り
、

指
導
す
る
私
た
ち
も
日
々
新
し
い
技
術
や
知
識
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
年
代
に
よ
っ
て

学
生
の
気
質
も
様
々
で
服
飾
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

教
育
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
指
導
方
法
も
変
化
し

て
き
ま
し
た
。大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
精
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
流
行
や
新
し
い
素
材
の
開
発
、環
境

へ
の
配
慮
、十
八
歳
人
口
の
減
少
な
ど
服
飾
教
育
に

お
け
る
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
服
飾
を
目
指

す
学
生
た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
で
き
る
よ

う
に
私
自
身
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ファッションの変遷の他に

アナログからデジタルへの変化も

文
化
服
装
学
院

玉
田
恵
美
子 

先
生

変化の激しい世の中で、

何があっても柔軟に受け止めて

　
こ
の
た
び
は
、服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
と
い
う
輝

か
し
い
章
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、大
変
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
大
阪
文
化
服
装
学
院
事
務
局
に
入
職
し

て
、
30
数
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
永

く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
は
、
理
事
長
、

校
長
先
生
、
教
職
員
、
退
職
さ
れ
た
教
職
員
の
皆
様

に
恵
ま
れ
、お
力
添
え
頂
い
た
お
陰
だ
と
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
受
章
を
機
に
新
た
な
気

持
ち
で
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
し
た
ら
、学
院
内
の
事
務
的
業
務
だ

け
で
は
無
く
、学
院
が
参
画
し
た
省
庁
、企
業
、各
種

団
体
と
の
取
り
組
み
の
事
務
的
業
務
を
任
せ
て
頂

い
た
こ
と
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、

貴
重
な
経
験
と
な
り
今
の
私
の
仕
事
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
世
の
中
で
、学
校
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
も
日
々
変

わ
っ
て
い
く
な
か
、戸
惑
う
こ
と
も
度
々
あ
る
の
で

す
が
、何
が
あ
っ
て
も
柔
軟
に
受
け
止
め
て
学
生
の

皆
様
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人が育っていく現場は

終わりなき探求の道

　
こ
の
度
は
表
彰
頂
き
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、今
日
に
至
る
ま
で
ご
指
導
、支
え
て
頂
い

た
全
て
の
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ア
パ
レ
ル
業
界
に
身
を
お
き
、企
画
面
、技
術
両
面

で
服
作
り
に
没
頭
し
て
い
た
日
々
よ
り
、
服
飾
教
育

に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
た
年
月
の
方
が
は
る
か
に
長
く

な
っ
た
こ
と
、感
慨
深
く
感
じ
ま
す
。

　
生
活
に
関
わ
る
全
て
の
こ
と
に
興
味
が
あ
り
中

で
も
服
飾
の
道
を
志
し
た
の
は
、人
に
最
も
必
要
か

つ
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
事
柄
だ
と
感
じ
た
か
ら
で

す
。実
際
、服
作
り
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
は
、奥
が
深
く
興

味
が
尽
き
な
い
と
同
時
に
、人
が
育
っ
て
い
く
現
場

は
更
に
終
わ
り
な
き
探
究
の
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　
教
え
る
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
生
や
周
囲
の

方
々
か
ら
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。ま
た
そ
こ
に

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
共
通
言
語
が
あ
っ
た
こ

と
で
よ
り
豊
か
な
充
足
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。服

作
り
が
核
と
な
り
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
「
礎
」
と

な
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
喜
び
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
変

わ
ら
ぬ
想
い
で
あ
る
と
同
時
に
今
後
も
更
な
る
努

力
を
続
け
て
い
く
覚
悟
で
す
。

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校
宇
土
ユ
カ 

先
生

大
阪
文
化
服
装
学
院

武
蔵
雅
子 

先
生

文
化
服
装
学
院

上
野
和
博 

先
生

　
こ
の
度
は
、服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
と
い
う
身
に

余
る
章
を
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
受
章
で
き
た
の
は
、こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い

た
恩
師
の
先
生
方
、
先
輩
方
、
同
僚
の
存
在
の
お
か

げ
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、文
化
服
装
学
院
と
い
う
学
び
舎

で
過
ご
し
た
年
月
は
、自
分
の
人
生
そ
の
も
の
だ
と

言
え
、他
に
例
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
唯
一
無
二
の

時
間
で
も
あ
り
ま
す
。在
職
中
に
は
数
々
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、普
段
交
流
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
省
庁
関
連
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
企

業
の
方
々
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
象
徴
的

な
時
間
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
て
長
く
一
企
業
で
従
事
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
た
出
会
い
や
繋
が
り
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
と
す
れ
ば
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、審
査
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文化服装学院という

学び舎で過ごした年月は、

自分の人生そのもの

服飾教育顕彰
表彰 主催   一般財団法人日本ファッション教育振興協会 ／ 全国服飾学校協会　

協力   一般財団法人職業教育・キャリア教育財団

2023  年  度

日本ファッション教育振興協会は、ファッション教育の充実・向上・振興を図るた

めに多くの方々にご協力をいただきながら様々な事業を推進していますが、その中

で服飾学校教育の振興を通じて社会の進展に尽力した功績顕著な教育者を顕彰する

制度があります。全国都道府県より候補者の推薦を受け、服飾教育顕彰選考委員会

での審査の後、被受章者を決定し、毎年、服の日記念行事として顕彰式を開催して

おります。顕彰式では、長年にわたる服飾教育への貢献を称え、「服飾教育功労

章」が授与されます。

教えることの難しさを日々痛感

　
こ
の
度
は
、
服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
こ
と
を
誠
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
今
ま
で
支
え
ご
指

導
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
服
飾
教
育
に
携
わ
っ
て
30
数
年
と
な
り
ま

す
。服
飾
造
形
を
専
門
と
し
て
服
作
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。学
生
と
共
に
考

え
な
が
ら
作
品
制
作
の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
教
え
る
こ
と
へ
の
難
し
さ
を
日
々
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定
試

験
の
実
技
採
点
や
洋
裁
技
術
認
定
試
験
の
問

題
作
成
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
他
校
の
先
生
方

と
の
交
流
も
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、

そ
し
て
、
学
生
へ
の
手
助
け
が
少
し
で
も
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渋
谷
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
&

ア
ー
ト
専
門
学
校

加
藤
千
恵
子 

先
生

　
こ
の
度
は
服
飾
教
育
顕
彰
功
労
章
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
今

ま
で
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
服
飾
教
育
に
携
わ
っ
て
30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

出
会
い
は
小
池
千
枝
先
生
の
立
体
裁
断
で
し
た
。魔

法
が
か
か
っ
た
よ
う
に
軽
や
か
に
ボ
デ
ィ
の
上
で

舞
う
布
が
あ
っ
と
い
う
間
に
立
体
的
な
形
を
作
り

出
し
、
洋
服
に
な
る
様
子
は
と
て
も
衝
撃
的
で
し

た
。そ
こ
か
ら
も
の
作
り
の
楽
し
さ
、
探
求
す
る
心

に
目
覚
め
今
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
き
も
の
文
化
か
ら
洋
服
の
文
化
に
大
き
な
革
新

を
遂
げ
て
き
た
服
飾
の
世
界
で
教
師
と
し
て
働
く

こ
と
の
夢
が
叶
い
、
た
く
さ
ん
の
学
生
た
ち
と
出

会
っ
て
刺
激
を
貰
い
、出
会
っ
た
数
だ
け
自
分
も
成

長
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
業
界

で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
応
援
し
な
が
ら
未
来
に
羽

ば
た
く
学
生
た
ち
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
裁
ち
、
縫

う
、手
わ
ざ
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
伝
統
と
革
新

を
探
求
し
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
服
装
学
院

澤
谷
目
童 

先
生

これからも、

手わざの心を大切にしながら

文
化
服
装
学
院

早
渕
千
加
子 

先
生
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　ＦＢ検定はここ数年、四大卒・短大卒生の受験が増加傾向にあります。
日々変化するファッションビジネス分野にあって、やはり専門的な知識を
知っておくこと、きちんと整理をして業界のすべてを見渡せること、これら
をしっかり確認できるのがこの検定。もちろん学生の時から早く取得して
おけば、業界に出て基本的知識を有することで一歩先んじられるため、1
級の取得に向けて計画的に頑張っていきましょう。
　2024年2月に『ファッションビジネス能力検定試験2級公式問題集
(2021～2023年)』が発刊されました。2021年（第56回）から2023年（第59
回）までの過去４回分の過去試験問題を解答と合わせて収録しておりま
す。実際に出題された過去の試験問題をテスト試験として実践的に学習
いただけますのでぜひご活用ください。

ファッションビジネス能力検定
（略称 : F B検定）

❶2019年より、年度末の1月1回にまとめて行っています。テキストの評判もいいた
め、1年間の授業科目に採用している学校も多く、他の協会や会社が行っているカ
ラー検定とは異なり「ファッションカラー」にすべて特化したものとなっています。
FC検定は、FB検定、FS検定とも関係のある検定です。
❷FC検定については2級と3級試験が午前と午後、別々に行われるので併願も可
能です。

ファッション色彩能力検定
（略称 : F C検定）

パターンメーキング技術検定
（略称 : PM検定）

ファッション販売能力検定
（略称 : F S検定）

　ＦＢ検定はここ数年、四大卒・短大卒生の受験が増加傾向にあります。
日々変化するファッションビジネス分野にあって、やはり専門的な知識を
知っておくこと、きちんと整理をして業界のすべてを見渡せること、これら
をしっかり確認できるのがこの検定。もちろん学生の時から早く取得して
おけば、業界に出て基本的知識を有することで一歩先んじられるため、1
級の取得に向けて計画的に頑張っていきましょう。
　2024年2月に『ファッションビジネス能力検定試験2級公式問題集
(2021～2023年)』が発刊されました。2021年（第56回）から2023年（第59
回）までの過去４回分の過去試験問題を解答と合わせて収録しておりま
す。実際に出題された過去の試験問題をテスト試験として実践的に学習
いただけますのでぜひご活用ください。

ファッションビジネス能力検定
（略称 : F B検定）

　2019年より、年度末の1月1回にまとめて行っています。テキストの評判もいいた
め、1年間の授業科目に採用している学校も多く、他の協会や会社が行っているカ
ラー検定とは異なり「ファッションカラー」にすべて特化したものとなっています。
FC検定は、FB検定、FS検定とも関係のある検定です。
　FC検定については2級と3級試験が午前と午後、別々に行われるので併願も可
能です。

ファッション色彩能力検定
（略称 : F C検定）

認定試験

　自分の実力がどのくらいあるのか、学校内で洋裁、和裁の理解度はどのくらいあるかの力量を推し量るための試験に「洋裁技術認定」
と「和裁技術認定」の2つの試験があります。ともに日本の伝統に立った「洋裁」と「和裁」の技能の実力をみるもので、公式な検定ではなく
各専門学校単位で申し込み実施されます。「PM検定」と「洋裁認定」とのはっきりした違いはPM検定は筆記に加えて重要な実技試験が
あるのが特徴です。一方、「洋裁認定」は筆記だけになります。「和裁」はかつて日本和裁教育協会が実施していたものを引き継ぎ実施し
ているものでこちらも筆記試験のみです。

認定試験

文部科学省が後援している検定試験で学びたい！

　当協会のPM検定は創設当初より文部省（当時）から厳しいチェックを受けなが
ら高い技術とクリエイション力を取得しているかを確認する唯一の公式検定です。
PM技術（実技）と筆記試験からの構成となります。
　2、3級試験が同日実施ではなくそれぞれ年1回ですので出願期間にはご注意く
ださい。詳細は2024年度（4月発行予定）の「受験案内」を参照してください。
　2024年４月15日に『パターンメーキング１　パターンメーキング技術検定試験
１級公式問題集（2018年～2023年）』が発刊予定です。2018年（第43回）から2023
年（第53回）までの過去11回分の過去試験問題を解答と合わせて収録しておりま
す。実際に出題された過去の試験問題をテスト試験として実践的に学習いただけ
ますのでぜひご活用ください。

ファッション販売能力検定
（略称 : F S検定）

　ＦＳ検定の特徴としては、販売知識や技術の幅広い応用性を有していることで
す。ファッション業界においては、就職求人も販売関連職は多く、入社後も広く専
門分野として要求されることもあり、エキスパート化していく要素もあるので、着実
に学習して上級の取得を目指してください。
　2級の検定では、社会人、ファッション企業からの受験者もおり、一般大学から
の新入から2、3年を経たまだ経験の浅い社員や全国各店舗で働く店長及びそれ
に準じるクラスなどの受験が増えています。企業によっては内部の資格制度などに
うまく活用されている企業も出てきています。
　かねてより学と産が一体化した検定をと勧めてまいりましたが、2019年より「日
本販売プロフェッショナル協会」と手を結びました。　販売のプロを認定するた
め、5年以上の現場実践と試験を経て認定されます。そのうちの試験科目「知識」
部門で当協会のＦＳ検定2級以上を取得している方は科目免除となります。ぜひ
今後有効にご利用ください。


